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担当した２回の講義のうち、まず第１回は、日本語・日本学がヨーロッパでどのよう

に開始されていくのかを、おもにフランスに焦点をあてながら概観しました。制度的な

日本語教育の基礎を築いたレオン・ド・ロニーに関しては、幸いにも本学総合図書館

に彼自身が編集した教材のひとつ、『日本文集』（Recueil de textes japonais）が所蔵

されていたので、それに即して実際の授業や試験内容を具体的に紹介しました。

第2回は、この時代に繰り返し開催されたパリ万博を追いながら、西洋に固定的な

「日本イメージ」が形成されていく過程を検討。ジャポニスムの影響下、万博にあわせ

て上演された日本の演劇やスペクタクルが醸成するオリエンタリズムとそのなかでつく

られていく「日本」の表象を、同時代の資料にもとづいて探ってみました。

導入的な授業でしたが、提示した資料に関心を抱いた受講生も少なからずいたよう

です。　　　　　　　　　　　　（EU－日本学講義担当　文化共生学教授　柏木  治）

EU－日本学教育研究プログラム本格始動
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EU －日本学教育研究プログラム本格始動

フィールドワーク１「天平の文化遺産を巡る」

フィールドワーク２「京都に公家文化を訪ねて」

フィールドワーク３「斎宮の歴史を辿る」

ネラ・ノッパ氏　公開講座報告

ＥＵ－日本研究センターの開所式

６～９月の予定

ＫＵワークショッププログラム

ド・ロニー編『日本文集』（1863 年刊、扉）

　この年、非公式ながら帝国図書館で最初の

日本語講座が開講された。

『パリ案内』（全２巻の第１巻、扉）

　1867 年のパリ万博に合わせて刊行され

た。「序文」は文豪ヴィクトル･ユゴーによる。

「学術コミュニケーション・トレーニング」は、海外に向けて自分のことばで情報発信

できるようになることを目指すリレー講義科目である。「日本語」の授業では、次のよう

な話題提供を行った。

日本語は英語とちがって、主語や目的語を省略して話すことができる。たとえば日本

語では「食べる？」「うん、食べる！」のような会話が可能であるが、英語ではそうはい

かない。英語では「だれが」「何を」という情報を言語化しなければ文そのものが成立

しないからである。逆に、日本語話者が英語を話すとき、考えたことをそのまま訳そう

としてもうまくいかない。「だれが」「何を」といった言語化されていない情報が日本語

で意識できてはじめて、単純でも的確な英語表現が導かれるのである…。

全３回の講義の後、受講生から「思考を的確に言語化するおもしろさがわかった」と

感想をもらった。まずは責務を果たすことができたようで、ほっと一安心である。

（日本学学術コミュニケーション担当　国語国文学専任講師　高木 千恵）

思考を的確に言語化すること

１９世紀フランスにおける日本学の展開と万博
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　平成 20年 4月 8日（火）、本プログラムの最初の授業として「EU－日本学講義」

が開講し、現在約 30名の受講生が個人の研究分野を基に EU－日本学研究を進め

ています。

　開講前にそれぞれ３回ずつ行われた説明会や公開授業では多くの方にご来場いた

だき、その成果もあって当初の予定を大幅に上回る受講者数となりました。

英米文化 国語国文学 芸術学美術史
フランス語

フランス文学
日本史学

西洋史学・

アジア史学
文化共生学 計

フィールドワーク (1) 2 11 2 7 22
フィールドワーク (2) 2 12 3 1 7 25
ＥＵ－日本学講義 (1) 12 2 5 1 1 21
ＥＵ－日本学講義 (2) 11 2 4 1 1 19

学術コミュニケーション (1) 10 1 1 5 17
学術コミュニケーション (2) 10 1 5 16

受講者内訳
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（１日目）　現在の京都御所と今出川通を挟んで北に位置する冷泉家は、平安･

鎌倉時代の歌人藤原俊成・定家を祖として現在まで約800年続く「歌の家」で

あり、その住宅は現存する唯一の公家住宅として重要文化財に登録されていま

す。今回の模擬フィールドワークでは歴史的な観点から解説していただきなが

ら、通常では見ることができない冷泉家住宅の見学が実現しました。

　続く京都御所では35分の短縮コースを利用して新車寄、紫宸殿（承明門よ

り）、小御所、御常御殿、御池庭などの見学をしました。現在の御所は里内裏

のひとつであった東洞院土御門殿が1331（元弘元）年に御所となったもので、

建物は江戸時代の安政年間に造営されたものですが、その様式は平安朝の古制

を復活させたもので、古の宮廷の様子をうかがい知ることができました。

　京都文化博物館は大規模な模型を用いた展示が特徴的で、京都のさまざまな

歴史や文化を視覚的に体感することができました。また、建物の一部は赤レン

ガ造りの旧日本銀行京都支店（重要文化財）となっており、明治時代の近代建

築にふれる良い機会となりました。

（２日目）  午前中は宿舎に程近い鳩居堂を始めとする寺町界隈の古書店を、田

中教授に解説いただきながら巡りました。その後は祇園や白川沿いの花街や錦

小路などを各自の研究テーマに沿って巡検し、その成果をレポートにまとめま

した。

　午後に訪ねた陽明文庫は、平安時代の五摂家の筆頭である北家の嫡流である

近衛家の典籍や古文書などを集めた京都市右京区宇多野にある文庫で、藤原道

長自筆の『御堂関白記』（国宝）を始めとした貴重な典籍を所蔵しています。

その他にも陽明文庫本源氏物語や絵巻や掛け軸に仕立てられた和歌懐紙などの

展示物があり、参加者は名和修氏（陽明文庫文庫長）に次々と質問をしながら

作品への理解を深めました。

　今回の京都模擬フィールドワークでは現存する唯一の公家住宅である冷泉家

住宅で公家文化の一端を垣間見ることができ、また陽明文庫では普段ガラス越

しにしか目にすることができない資料を間近に見ることができました。詳しい

解説とともに貴重な文化財にふれられたことは、今後「EU－日本学」を研究

する参加者にとってたいへん有意義な体験になったことと思います。

「天平の文化遺産を巡る」
「日本学フィールドワーク」科目　平成 19 年度模擬フィールドワーク１

米田文孝（「日本学フィールドワーク」主幹、歴史学専修教授）、西本昌弘（歴史学専修教授）、長谷洋一（芸術学美

術史専修教授）、大島薫（国語国文学専修教授）（25日のみ）、ネラ・ノッパ（ルーヴェン・カトリック大学　関西大

学日本・EU研究センター特別学術職員）（25日のみ）、豊山亜希（関西大学EU－日本学教育研究プログラム　リサー

チ・アシスタント〈当時、現ポスト・ドクトラル・フェロー〉）

●実施内容報告

　「日本学フィールドワーク」科目では、平成20年度副専攻科目の履修希望

者を対象に、模擬授業の一環として、平成20年1月24日（木）～ 25日（金）

の2日間、奈良市内においてフィールドワークを実施しました。雪が舞い散る

厳寒の中、本学OBの学芸員の案内による奈良県立美術館のバックヤード見学

を皮切りに、正倉院、興福寺国宝館、東大寺（西大門址・西塔址・二月堂な

ど）、奈良町と、奈良市内をフィールドに実地調査の醍醐味充分の行程となり

ました。巡見先には、一般見学が認められていない史跡や施設が少なからず含

まれており、参加者は貴重な実見機会に何を見聞するのか、また自らの足で得

た資料がいかに重要であるか、といったフィールドワークの意義を体験的に学

習しました。また参加者には担当教員より、「800語程度の英文レポート提出

のこと」との課題通達が事前に出されていたため、参加者は各巡見先で英語の

案内版を書写あるいはデジタルカメラで撮影、外国人用の英文リーフレットを

入手するなど、本プログラムの趣旨である「日本学の国際発信力」を実践的に

体感する場ともなりました。

　さらに参加者の多くは平成20年度に正式開講した「日本学フィールドワー

ク」科目に履修登録しており、院生自ら企画・立案するフィールドワークの実

施にあたり、模擬フィールドワークが、彼らの調査研究におけるモチベーショ

ンや問題意識を向上させる一助になったという点で、非常に大きな収穫を得た

模擬授業となりました。

●実施担当者

専修 平成20年度大学院
入学予定者 修士課程 博士課程 交換受入

留学生 計

国語国文学 0 5 2 1 8

歴史学 1 2 0 0 3

芸術学美術史 0 0 1 0 1

合計 12

日　時 内　容

平成20年1月24日（木） 午後 関西大学に集合→電車で奈良へ移動→奈良県立美術館見
学→正倉院見学→奈良市内に宿泊

平成20年1月25日（金）

午前
興福寺国宝館見学→東大寺巡検
（西大門址・西塔址・二月堂等）

午後

名勝大乗院庭園文化館にて歴史建造物に関する講義を聴
講後、奈良町巡見（元興寺・奈良町物語館・元興寺塔址・
ならまち格子の家等）
→電車にて移動し、関西大学へ帰着後解散

●参加学生：12名
（内訳）

●実施行程

「京都に公家文化を訪ねて」
「日本学フィールドワーク」科目　平成 19 年度模擬フィールドワーク２

田中  登（文学部国語国文学専修　教授、実施責任者）、大島  薫（文学部国語国文学専修　教授）

殿本　佳美（関西大学EU－日本学教育研究プログラム  事業推進支援スタッフ・企画担当者）

●実施内容報告

●実施担当者

日　時 内　容

平成 20 年 3月 13 日（木）
関西大学に集合 (12:00) →冷泉家住宅見学 (14:00) →京都
御所見学 (15:00) →京都文化博物館見学 (16:00) →宿舎へ
移動 (17:00)

平成 20 年 3月 14 日（金） 京都における出版文化を辿る巡検 (10:00) →陽明文庫（近
衛家）見学 (14:00) →大学へ移動 (16:00) →解散 (18:00)

●参加学生：17 名（在籍者、次年度入学者）

●実施行程

第1日目　正倉院にて

第2日目　名勝大乗院庭園文化館にて

奈良市職員による講義を聴講

第2日目　東大寺西塔跡にて

西本先生の解説に耳を傾ける参加院生

冷泉家の大玄関　式台と立蔀

冷泉家　上の間・中の間にて

承明門から紫宸殿を望む京都御所　
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の生活に多大な影響を与えることを「知る」ことであり、禅が日本人の「衣・食・住」に与えた影響を体験的に「知り得

る」ことでございます。宗教史と社会史、さらには生活史を視野に、新たな教育研究領域を如何に考究するべきか、この

体験的学習は必ずや、学生たちの意識を喚起するものになったことでしょう。日本人の生活史（とくに言えば民衆生活史）

に関する考究は、より学際的な視点を必要とすることもあって、政治史などに比べますと、立ち遅れているというほかご

ざいません。

　万福寺は、江戸時代に創建された後、大陸の情景そのものを写した境内であると見做されておりました。江戸時代の人

たちにとっては大陸そのものであり、その文化を伝える窓口であったことが知られております。いまだ行きせぬ異国情緒

に、種々に異なる生活様式を学んでいたものと推察されます。また宇治の茶も、禅文化との関わりにおいて取り上げるべ

き課題となります。

　今回は、禅がもたらした「種々の作法」とくには「食」に関わるところを学ぶべく、体験的学習を実施いたしました。

万福寺に饗される「普茶料理」は、本来は、禅宗寺院で営まれる仏教儀礼において食されておりました。禅宗では「食」

も修行であり、それを食する「作法」にも、禅特有の意識が投影されております。禅以前に、日本に根付いた仏教の諸宗

に鑑みましても、それぞれの寺院で営まれる儀礼において、一連の「次第」を提示するうえに、「食」を明記することは

ありませんでした。禅宗の儀礼において「茶礼」が明示されていることが、いかに驚愕であったかが理解されます。

　宇治における「茶」も、我々がよく知る「茶道」つまり千利休以前から、さまざまに日本文化に浸透しておりました。

本体験的学習において、聞茶の体験を行いますのも、「喫茶」を通して、日本文化をいかにとらえ、研究課題として問題

を設定することができるか模索するためです。

　この体験的学習は、日本人の精神に多大な影響を与えた「禅」を通じて、日本の食文化史を考究するもので、テクスト

に記される「作法」を文字情報としてでなく、より深く理解するために「実体験」が有効であることは明らかです。

「斎宮の歴史を辿る」
「日本学フィールドワーク」科目　平成 19 年度模擬フィールドワーク３

田中　登（文学部国語国文学専修　教授、実施責任者）、大島　薫（文学部国語国文学専修　教授）、

殿本　佳美（関西大学EU－日本学教育研究プログラム　事業推進支援スタッフ・企画担当者）

●実施担当者

●参加学生：6名（在籍者） ●実施行程

日　時 内　容

平成20年3月26日（水） 斎宮駅集合(13:00)→斎宮歴史博物館(13:30)→いつきの
みや歴史体験館(15:45)→難波駅にて解散(18:00)

　斎宮（さいくう）とは、天皇に代わって伊勢神宮に仕える斎王の宮殿と役所

である斎宮寮があった場所の名称です。斎王は天皇が代わるごとに新しい未婚

の内親王（女王）の中から選ばれ、天皇が譲位するまで退下することができま

せんでした。斎宮模擬フィールドワークでは、平安時代中期の朱雀天皇の御代

に斎王となり、次の村上天皇の女御となった徽子女王（斎宮女御）の家集であ

る『斎宮女御集』の鎌倉時代の写本などの見分け方について、詳しく解説して

いただきながら見ることができました。

　映像展示室では再現映像によって都から斎宮までの斎宮群行の理解を深め、

その他の展示室では斎王を選ぶための卜定（ぼくじょう）に使用された亀甲や

斎宮復元模型などを見、年表によって斎王制度の起源から衰退まで詳しく解説

していただき、その後いつきのみや歴史体験館へ向かう途中、10分の1サイ

ズで再現された史跡模型を見学しました。

　いつきのみや歴史体験館では当時の香を聞き、斎王が使用した輿である葱華

輦（そうかれん）の乗車体験や袿（うちき）を羽織るなどの体験を通じて当時

の生活を体感することができました。

●実施内容報告

日本仏教と日本の食文化史・生活史を考察するために必要な体験的学習
「日本学フィールドワーク」科目　平成19年度模擬フィールドワーク４

田中　登（文学部国語国文学専修　教授、実施責任者）、大島　薫（文学部国語国文学専修　教授）、

殿本　佳美（関西大学EU－日本学教育研究プログラム　事業推進支援スタッフ）

●実施担当者

●参加学生：6名（在籍者） ●実施行程

日　時 内　容

平成 20 年 3月 29 日（土）

万福寺山門集合 (11:00) →「普茶料理」（教学部・前田
和尚による解説と、大島が「禅」における食について解
説）(11:30) →万福寺拝観・寺僧による境内解説・法話
(13:00) →聞茶体験（宇治市「かんばやし」）(14:00) →
平等院拝観 (15:00) →現地解散 (16:00)

　「日本仏教と食文化史・生活史を考察するために必要な体験的学習」は、禅

宗が日本にもたらされた後に、日本仏教界に与えた影響の諸相（仏教学におけ

るアプローチ）を考察するために貴重な体験学習であることはいうまでもあり

ません。ただし、この体験学習において、もう一点重要であるのは、宗教が人々

●実施内容報告

『コミックを使った日本学教育』　

１．海外において、なぜマンガが日本を紹介するのに最も効果的なのか

　はじめに文章とイラストの２つの題材を示して「日本を知らない外国人にとってどちらが覚えやすいか」というクイズ形

式で出題し、視覚的に理解できるイラストの方が簡単に覚えられることを示しました。細かい情報を伝えるのにはテキスト

が適当ですが、全体的な情報を伝えるにはポップカルチャーの面白さがあり、多くの情報量をきれいに楽しく伝えることが

できるマンガを用いる方が「簡単に、早く、楽しく」暗記するのに適しています。

２．Let’s Manga プロジェクト紹介

　Let’s Manga プロジェクトでは、マンガを教材として使う方法を研究し、実際に授業でもマンガを使用して講義を行って

います。またオンライン教材やマンガ研究資料を発展させ、大学生だけでなく一般の人たちにもマンガを勉強できるような

ネラ・ノッパ氏　公開講座報告
　平成 19年 1月 23 日の公開講座では、本学がベルギーのルーヴェン・カトリック大学内に設置している「関西

大学　日本・EU研究センター」の特別学術職員ネラ・ノッパ氏をお招きして、ヨーロッパ諸国で急速に広がりを

みせる Japanese culture であるマンガを使った研究プロジェクト「Let’s Manga」についてご講演いただきました。

ブログ・Wiki といった教材も作っています。また和蘭辞典にマンガの語彙を

載せる活動も行っており、その目的はマンガの訛りや独特な表現が学生にとっ

て読みにくいものであることを解消するためです。

３．プロジェクトの成果とこれからの可能性

　Let’s Manga プロジェクトを進めてきた結果、マンガが大学の授業や一般人

向けのワークショップなどで日本の社会・歴史・経済への理解を深めるための

教材となり、また日本学のためのオンライン教材の発展に貢献しています。今

後はマンガを通じて日本語能力を育てることや、大学の日本学部以外の人たち

にも日本について興味を持たせることができると考えます。

　また、現在マンガは主に英語で研究されていますが、オランダ語でマンガを

紹介する書籍や教科書を作り、マンガの語彙を収載した和蘭辞典を活用してい

きたいと考えています。

斎宮歴史博物館全景

袿の着付け体験

普茶料理 講演の様子



6

EU-日本学プログラム推進室（尚文館2F）

開室時間

月～金／10:00 ～17:00
住 所

大阪府吹田市山手町3-3-35
U R L

http://www2.kansai-u.ac.jp/eu-japan/
E-mail

eu-japanology@cm.kansai-u.ac.jp
T E L

06-6368-1111（+4846）

学術コミュニケーション・トレーニング　ミニ TV会議

KUワークショップ（於：関西大学）

EUワークショップ　参加者説明会

EUワークショップ（於：ルーヴェン・カトリック大学）

7/4( 金 )　開会・記念講演

　　13:30　開会

       13:40　記念講演（１）

       14:40　休憩（30分）

       15:10　記念講演（２）～ 16:10

       17:00　ウェルカムパーティー

    　～ 19:00

7/5( 土 )　研究発表

　　10:30　セッション１・２

       12:30　昼食

       13:30　セッション３・４・５

       ～ 17:30

7/6( 日 )　フィールドワーク

　　10:00　大学図書館前　集合

　      　　　団体行動（昼食含む）

       13:00　グループ行動　～ 17:00

       18:00　フェアウェルパーティー

    　～ 20:00

６～９月の予定

6/26( 木 )　

7/4 ( 金 ) ～ 6( 日 )

7/17( 木 )　

9/12( 金 ) ～ 14( 日 )

KU ワークショップ  プログラム

　関西大学創立 120 周年事業としてルーヴェン・カトリック大学（ベルギー）

に設けられた EU－日本研究センターの開所式が、2007 年 3月に挙行され、

あわせてジャパン・ウィークと銘打ってさまざまな行事が開催された。11

日には EU大使・ベルギー大使ら招待客の列席の下、両大学学長の挨拶と協

定書へのサインがあり、引き続き、能楽師山本章弘氏による高砂の演舞、関

屋俊彦教授による狂言教室、さらにルーヴェン・カトリック大学日本学科学

生による狂言の披露があった。

　翌日以降は 3夜連続で、「たそがれ清兵衛」「隠し剣鬼の爪」「武士の一分」

の山田洋次監督作品三部作が市内の劇場で公開され、監督自身が登壇し、対

談した。また学術企画として「屏風とヨーロッパ」をテーマにした講演（同

時に豊臣期大坂図屏風の複製が展示された）や、十二単の着付教室などが行

なわれた。どの会場にも多数の学生・市民が参加し、ジャパン・ウィークは

大成功を収めた。

（EU- 日本学教育研究プログラム代表　文学部教授　藪田　貫）

ＥＵ－日本研究センターの開所式

KUワークショップ のプログラムは

http://www2.kansai-u.ac.jp/eu-japan/poster/EU-workshop.pdf

からダウンロードすることができます。

調印式の様子

EU-Japan Week のポスター



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (yubun_coat_2007)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
    /BLSGaijiST-Ftg
    /BLSGaijiST-Ftm
    /BLSGaijiST-Gth
    /BLSGaijiST-Jnl
    /BLSGaijiST-Mgm
    /BLSGaijiST-Mmm
    /BLSGaijiST-Rml
    /BLSGaijiST-Ssk
    /DFHSGothicG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1G-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1G-SB-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1G-SB-WINP-RKSJ-H
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /JPN <FEFF753b97624e0a3067306e8868793a3001307e305f306f96fb5b5030e130fc30eb308430a430f330bf30fc30cd30c330c87d4c7531306790014fe13059308b305f3081306e0020005000440046002030924f5c6210ff0830d530a930f330c8306f57cb30818fbc307f307e3059ff09>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


